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【２学期を終えて】 

校 長 中嶋 昭江 

 

８月２４日に２学期が始まり今日は終業式となりました。連日、「コロナ感染拡大のニュース」が

ありましたが、２学期も生徒達はとても落ち着いた生活でした。これも保護者の皆さまのご協力の

おかげと感謝しております。 

学校では、コロナ感染症拡大防止のため人との距離をとることが必要になり、多くの人と関わる

活動が難しくなりました。特に、地域の方々との活動は実施できず、学年や学校全体で取り組むこと

が少ない生活が続きました。 

その中で、学校の空気を大きく変えたのは体育大会でした。感染防止をしながらの体育大会に向

けての取り組みが始まると、いつもと違う生徒同士の関わりが大きくなり会話も増えました。生徒

達の顔には意欲が表れ、体育大会に向けての取組が学校に活気をもたらしました。 

そして、迎えた当日、生徒達の一生懸命の演技や勝敗に関係なくクラスや学年を超えた生徒同士

の応援に感動をもらい、最後、終わった後の生徒達の表情には成就感や達成感が溢れていました。学

校行事は、生徒達が協働して共通の目標を達成するといった体験を通じて望ましい人間関係を築く

力や課題を解決する力、多様な人たちを尊重する態度など、コロナ禍にこそ必要な力を育成する貴

重な学びの機会だと思います。これらの経験が成長の一助となるよう、現在、３年生は「進路」、２

年生は「校外学習」、１年生は「スキー教室」に取り組んでいます。３年生は各自の目標に向かって

頑張り良い報告をしてくれると思いますが、校外学習やスキー教室は、新型コロナ感染症の今後の

状況に応じてどうなるかわかりません。しかし、まずは、みんなで知恵をしぼり、考え、今できるこ

とに取り組むことが未来への一歩です。 

今後も「新しい生活様式」を踏まえた感染防止対策を行い、感染リスクを可能な限り低減しなが

ら、学校行事をできるだけ実施し、コロナ禍にあっても、子どもたちの学びの場、体験の場を確保で

きるよう取り組んでいきたいと思います。冬休み中の感染防止も含めて、ご家庭のご協力があるか

らこそできることです。今後ともご協力よろしくお願いいたします。 

最後に、今年も保護者の皆さま、地域の皆さまのご理解ご協力をいただきありがとうございまし

た。来年もよろしくお願いいたします。良いお年をお迎えください。 

冬休み中の新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のお願い 

 

 先日、八王子市教育委員会から、感染予防について「保護者の皆様へ」の通知を配布しました。改

めてご家庭での感染予防策の徹底をお願いします。 

〇３密の回避、正しい手洗い、咳エチケット 

〇毎朝の検温、健康観察（健康カードへの記入） 

〇手指の消毒、十分な換気 

〇次の場合は必ず学校にご連絡ください。（欠席ではなく、出席停止となります） 

・お子様、ご家族の感染を確認した場合 ・お子様、ご家族が PCR検査を受けることになった場合 

・お子様、ご家族が濃厚接触者となった場合 

＊長房中学校ホームページに教育委員会からの通知を掲載していますのでご確認ください。 

＊１２月２９日（火）～１月３日（日）学校閉庁日の期間は職員が不在となります。連絡は４日以 

降にお願いします。 

 



 

【令和２年度（２０２０年度）八王子市学力定着度調査の実施についてのお知らせ】 

日時：令和３年２月２日（火）英語（４５分間）学習意識調査（約２０分間） 

対象：中学１年生 

＊９月に実施した国語と数学については、三者面談にて結果を配布しています。 

  

１２月２６日（土）冬季休業日始     

１２月２９日（火）～１月３日（日）学校閉庁日 

１月 ７日（木）冬季休業日終 

１月 ８日（月）始業式（放送）Ⅲ期時間割始 ＊部活動再登校１５：５０ 

１月１２日（火）給食始 復習確認テスト（３） 

１月１４日（木）避難訓練 心理士巡回相談  放課後学習教室 

１月１８日（月）朝礼（放送）安全指導 学校運営協議会 

１月１９日（火）あいさつ運動（２２日まで） 

１月２１日（木）移動教室前検診（１） 放課後学習教室  １月２２日（金）英検（３級、４級のみ） 

１月２６日（火）都立推薦入試（３） スキー移動教室（１）（２８日まで） 

 ＊例年１月に開催していました「おおるり展」は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点からエスフ 

ォルタアリーナでの展示はありません。開催時期、内容については改めてお知らせします。 

＊今後変更になる可能性もあります。その際は改めてお知らせします。 

令和２年度「税の作文」東京納税貯蓄組合連合会会長賞 

【コロナ禍で学んだ助ける税金と感謝の税金】 

３年１組 石井 海詩 

 私は正直、今まで税金の必要性はあまり理解しておらず、良いイメージがなかった。なぜならば、父

や母が一生懸命働きお金を稼いでいるが、所得税や住民税、固定資産税など様々な場面で高い税金を納

めている。しかしそれが実際どのような場面に活用適切につかわれているのだろうかと疑問を感じてい

たからである。また、自分自身も買い物の際に消費税をとられるというマイナスなイメージしかなかっ

たからだ。 

 しかし、新型コロナウィルス感染症という未知のウィルスが爆発的に広がり、世界中に大きな衝撃を

与え、私たちの生活や医療、経済に深刻なダメージを与えている現在、私の考え方が大きく変わった。 

 国民全員への十万円の給付金やひとり親支援、事業者への家賃保障や休業手当などが税金で賄われて

いるとテレビやインターネットで知った。生活や経営に困っている人たちにとってとてもありがたい支

援であっただろう。 

 身近では、母が看護師として勤務する病院はコロナの患者さんが多く入院している。完全防備など徹

底した感染対策を行っているが、三月から六月頃まではとても大変であり怖かったと母は話していた。

深刻な衣料資材の不足や人員不足、帰宅できない医師や看護師、重症患者さんの看護などメディアで放

送されていることがこんなにも身近で起きていることに驚くとともに、母がとても心配だった。 

 そのような中、医療従事者への感謝の拍手や、メディアでも医療従事者への感謝の言葉が多く聞かれ

るようになった。国からも慰労金が支給されることが第二次補正予算案で決定したと知り、私はとても

感動した。 

 現在も日に日に感染者が増えていく中、医療従事者の方々にかかる負担は比例して増えていることは

明らかである。医療従事者の方々に、今後も新型コロナウィルス感染症に立ち向かっていってもらうた

めに国民の税金が使われることは大変素晴らしいことである。まだまだ終息が見えないウィルスとの戦

いは今も続いている。医療従事者だけでなく、皆が必死で生活している現在こそ、今まで国民が納めて

きた税金が必要不可欠である。 

 必要な時、必要な人に使われている税金を納めることは国民にとって大切なことであり、それによっ

て救われる人がいることを忘れずに、これから納税者となる私自身も納税の仕組みや義務を理解できる

大人になりたい。税をしることこそがよりよい社会を実現する一歩となり、日本復活への道を切り拓い

ていくだろう。 

 

 


